いざ、東北沿岸へ -自衛隊岩手地方協力本部・本部長と共に、自衛隊かく闘えり(その6)- by 田中 伯知
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いざ、東北沿岸へ
―
自衛隊岩手地方協力本部・本部長と共に、
　
自衛隊かく闘えり（その６）
―
田
　　
中
　　
伯
　　
知
　
まさに平成
23年３月
11日午後２時
46分、突然、 「闘い」は始まった。東北地方・太平洋沖地震との「闘い」である。
歴史上未曾有の大災害を目の当たりに、自衛隊による懸命な救助・救援活動が開始された。東北各県の部隊はもとより、沖縄諸島、先島諸島（宮古列島、八重山列島、尖閣諸島）等を含め沖縄県の防衛警備を担う陸上自衛隊第
15旅団
（司令部・那覇市）を始め、全国の部隊が東北救援に赴いた。強い余震と津波の脅威の中を、黙々とそして続々と沿岸部へ前進した。　
東北の陸上自衛隊岩手駐屯地各部隊も然りである（図１） 。
　
３月
14日、 陸・海・空３自衛隊は、 陸上自衛隊東北方面総監、 君塚栄治・陸将を指揮官に「統合任務部隊―東北」 （
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）を編成し、自衛隊史上最大規模の「 （災害）派遣」態勢をとった。史上未曽有の
召集が自衛隊にかけられたのである。我が国観測史上最大の「地震・津波」災害と福島の「原子力災害」の衝撃を被り、さらに沖縄諸島、先島諸島周辺での中国の軍事力 米国、ロシア 次ぐ強大な核戦力と米国を凌ぐ世界最大の兵力）を前に、 国家「崩壊」の危機に直面した日本にとって、 まさに自衛隊こそが国民の「最後 砦」であった。 （事実、中国が核弾道ミサイルの照準を米国ではなく日本に向けていることは よく知られている。 ） 〈田中伯知『いざ、東北
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図１-１　発災当日の岩手駐屯地各部隊の展開状況
図１-２　３月16日以降の陸上自衛隊の主な展開状況
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沿岸へ
―
自衛隊岩手地方協力本部長・髙橋俊哉１等陸佐と共に
―
』 （東北地方・太平洋沖地震における陸上自衛
隊の災害派遣の記録と「立正安国論」の現代的・学術的意義）早稲田大学危機管理研究会
 平成
28年
11月３日
 参照〉 。
　
平成
29年（２０１７年）５月
25日、急遽、香川県の陸上自衛隊善通寺駐屯地（第
14旅団司令部）に直行した。 「災
害派遣」の資料の問い合わせと、 前々から心に留めていた「 『うみちゃん』からの手紙」を、 実際にこの目でも見たかったからである。当日、徳島での所用を済ませ、列車を何度か乗り継ぎ善通寺へ向かった。 「 『うみちゃん』からの手紙」は丁寧に額縁に納められ （駐屯地各部隊の隊旗が並ぶ）第
14旅団司令部１階玄関ホールの一角に大切に保存・掲示
されてい 。今も、 「うみちゃん」の手紙は、隊員たちの大きな心の支えとなっている。　
東北地方・太平洋沖地震〈衝撃期〉における自衛隊の懸命な救助活動（ 「組織的対応」 、 「組織間対応」 ）の数々は、
また救助・救援活動を通じて示さ たその果敢な行動 さらに個々 隊員が被災者に向けた「思いやり」と 慈しみ」の深さは、世界中の多くの人びとの胸に強い感動を刻み込んだ。　
因みに、平成
23年３月
11日の「東北地方・太平洋沖地震」発生から、同年８月
31日の「大規模震災災害派遣の終結
命令」 （ 「自行災命第
18号」 ）に至る期間で、陸・海・空３自衛隊が成し遂げた救助・救援活動の主な内容は、次の通
りである。　　
 ①人命救助
： １９， ２８６名、②遺体収容
： ９， ５０５体、③物資輸送
： １３， ９０６屯、
　　
④給水支援
： ３２， ９８５屯、⑤給食支援
： ５， ００ ， ４８４食
　
詳細は、航空機による情報収集、被災者の捜索及び救助、消火活動、人員及び物資輸送、給食支援、救水支援、入
浴支援、
医療支援、道路啓開、瓦礫除去、防疫支援、ヘリコプター映像伝送による官邸及び報道機関等への情報提供、
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自衛隊施設（防衛大学校）における避難民受け入れ、 慰問演奏、 政府調査団等の輸送支援である（ 『平成
23年（２０１１
年）東北地方太平洋沖地震に対する自衛隊の活動状況（最終報） 』防衛省・自衛隊
　
平成
23年
12月
26日） 。まさに、 「衝
撃期」における捜索・救助に始まり、その後の「被害の査定期」 、 「救助期」 、 「救援期」に亘
わた
って、懸命に被災者の生
活支援等が行われたのである（資料１ 。また、人員の派遣規模は延べ約１， ０５８０， ０００名に上った。　
自衛隊のこうした被災者の「目線」に沿った救援活動は、避難者を始め被災地域の人びと全体に大きな安心感、安
定感をもたらしている。この点に関して、 （筆者が調査した）平成７年（１９９５年）１月
17日に発災した「阪神・
淡路大震災」の事例（ 「証例」 ）の中でも この知見（
Fin
din
gs ）は支持されている（田中伯知『災害と自衛隊
―
危機管理の論理
―
』１９９８年１月
　
芦書房
　
参照） 。
【証例１】「私は家も無事だし、みなさんが家の前に来て下さって心強いし、幸せ者です。どうかよろしくお願いします。 」（陸上自衛隊宿営地付近の住民からの「便り」 ）【証例２】「自衛隊さん
　
ありがとう
　
神戸市民」
（当時、一般家屋の土塀や歩道橋等を始め、神戸市内 至る所 自衛隊の救助・救援活動への感謝のメッセージがはり出された。 ）
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図２　災害対応機能の規定要因
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資料１　釜石市の子どもが書いた自衛隊への感謝の「手紙」。東北地方・太平洋沖地
震の救助・救援活動の際に、地元の岩手駐屯地部隊が受け取った。詳細につい
ては、目下調査中。陸上自衛隊岩手駐屯地業務隊広報班提供。今回の地震では、
被災地を始め多くの地域から子ども達による感謝の「手紙」が自衛隊に届いて
いる。
【証例３】「気をつけてがんばって下さい」（神戸大学グランドの自衛隊宿営地の隣家の窓にはり出された隊員へのメッセージ。 毎日、 隊員を励ますメッセージがはり出された。 ）
　
一般に、発災時における行政等の「対
応」は
―
米国の社会学者、Ｂ・Ｆ・マ
クラッキーが指摘するように
―
、当該
地域の政治状況（ 「政治的条件」の違い）といった（広義の）社会・文化的要因（条件）によ て大きく左右される（図２） 。　
自衛隊が神戸市の区役所に被災者の
「糧食」を搬送した際、 「避難者全員分の個数がないから」との理由で、それらを放置した例がある（当時、陸上自衛隊中部方面隊隷下部隊指揮官・駐屯地司令の「面接調査」の内容から） 。また、陸上自
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写真１　遺体の収容に当たる陸上自衛隊第９師団（釜石市鵜住居の防災センター）。
写真２　岩手県宮古市「田老」地区に展開する陸上自衛隊第２師団第２特科連隊の
車両群（田中伯知撮影）
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写真３　岩手県宮古市田老地区の被害状況（３月16日）
衛隊が「兵庫県の要請で、神戸市東灘区の中央公園に手術車や補給車からなる野外手術システムを設置しようとしたところ、同区役所の担当者が『話を聞いていない』と拒否」した（ 『産経新聞』平成７年１月
24日
 
参照） 。
こうした対応は、自治体職員と自衛隊との間の「意思疎通」と「組織的対応」 （敢えて、災害社会学 用語を引用すれば、 「組織連関 ）のまずさを表している。　
当時、①自衛隊と②日本社会党（及びその下部組織で
ある地元兵庫県・神戸市等の「自治労」 ）の関係は、社会党のイデオロギーを色濃く反映 政策（ 「護憲」 「日本の非武装中立」 ）によって、大きく損なわれていた。例えば、自衛隊側の粘り強い「呼びかけ にもかかわらず、当時、自衛隊と役所職員が一体となった総合防災訓練等は一切行われていなかった。　（青森・岩手・秋田の３県を防衛警備地区とする）陸上自衛隊第９師団司令部（青森市波館字近野 師団長・林一也陸将、副師団長・川崎朗陸将補）では、東北地方太平洋沖地震発災後、すみやかに「第三種勤務体制」
―9―
写真４-１　釜石市鴨住居川・大浜渡橋で黙祷する（写真に向かって左から）陸上自
衛隊第９師団第９高射特科大隊、第９師団第９後方支援連隊第２整備大隊、防
衛省自衛隊岩手地方協力本部（３月18日）。地震発生から１週間たった３月18日
(金)14時46分、自衛隊・全災害派遣部隊は一斉に犠牲者に黙祷を捧げた。写真
に向かって左から２人目は、髙橋俊哉・１等陸佐（岩手地本本部長）、３人目は
磯貝仁志・２等空尉（岩手地本・釜石地域事務所所長）。
写真４-２　３月18日、釜石市鵜住居川の堤防の上で黙祷する陸上自衛隊（写真４-
１の続き）
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施行された。当日の午後
15時
13
分には岩手県庁舎の
12階に前進
し、青森県八戸市の救援活動に当たる第４地対艦ミサイル連隊（八戸市）を始め、岩手・青森両県の被災地を中心に展開する隷下各部隊の指揮・運用に当たり、懸命に被災地と被災者の「命」を支え続けている。
(
第４地対艦
ミサイル連隊は、３月
12日～
16
日に亘り、地元八戸 に出動し、その後（３月
20日以降） 、
岩手県釜石市に再派遣され被災地の救援と被災者 生活 援等に当たっている。 ）　
本研究（一連の「いざ、東北
沿岸へ」のシリーズの中）では、「 （危機管理の）社会学」の観点から、 「衝撃期」 、 「被害の査定期」 、
資料２　宮古市在住の女性からの感謝の手紙
『一番の司令塔である、市役所・医療の要、保健センターも流され、友人や知人も流
され、目前の家屋は海の藻屑となり後ろの裏山は崩れ落ち、阿鼻叫喚の地獄さなが
らの中、危険もかえりみず、まっさきにかけつけてくださった自衛隊の方々を驚き
と感謝で拝みました。ろくに休憩もとらず黙々と手早く救出や道路確保や、さまざ
まなことをしていただき、心より御礼申し上げます。自衛隊の方々を見て、冷静さ
をとりもどし、お蔭様で周りの人々を励ましたり、声をかけあうことができました。
本当にありがとうございました。　　宮古市小沢』
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「救助期」及び「救援期」を中心に、主に、岩手県三陸沿岸の重茂半島（宮古市） 、山田町、陸前高田市において、被災者を支え続ける陸上自衛隊第２師団第２偵察隊（重茂半島） ・第２戦車連隊（宮古市田老地区）及び第９師団第９特科連隊（山田町） ・第５普通科連隊（陸前高田市）の「災害派遣」を詳しく見ていく。 今回の現地調査は、自衛隊東京地方協力本部（東京地本） ・本部長小川清史陸将補自衛隊岩手地方協力本部 岩手地本） ・本部長髙橋俊哉１等陸佐、及び第９師団隷下の部隊 援のもとに行われた。 ） （写真１～４）　
今回の「東北地方・太平洋沖地震」は、福島第一原子力
発電所事故が生んだ「災 」の深刻な影響を始め、東日本全体に未曾有の大被害をもたらした。被災地域も東北から関東一円の広い範囲に亘っており、そ ため「衝撃期」の段階では、被災地域に関する「情報」の点でも多大な過不足が生じ、地震発生当初から、過少な人員（兵力）と装備の不 に悩む陸上自衛隊の「災害派遣」 （ 「救援活動」 ）は多く 困難をともなった。今も東日本を中心に強い余震活動が活発に続き、本来の防衛任務の負担に加え防 省・自
写真５-１　重茂半島で行方不明者の「捜索活動」に当たる陸上自衛隊第２師団第２
偵察隊。すでに道路もかなり「啓開」されて、力強い「復旧」への響きが伝わる。
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写真５-２　入江付近（重茂半島）で「捜索活動」に当たる第２偵察隊。
　　津波によって地盤や道路が削りとられている。
写真５-３　「宮古」地区の北山岬自然歩道を「捜索活動」中の第２偵察隊
　　「偵察隊」は、他に①道路の「啓開」状況、及び②被災地に到る道路確認、③被
災状況の確認等の任務に就く。
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写真５-４　ようやく通行可能になった国道45号線を移動する第２偵察隊（2011年３
月14日）。沿道の建物等がすべて壊滅し、道路も一部水没している。
　　　正面の建物最上部付近には魚網が絡みつき、変貌した町並みが海岸線に壁と
なって襲った津波の大きさを物語る（指揮官　北山浩之・１等陸尉。装備　偵
察用オートバイ７両、小型車両２両）。
写真５-５　重茂半島から「宮古」へ移動する第２偵察隊。
　　　通行止めを迂回経路を捜索しながら前進。
　　　甚大な被害をもたらした海岸線は海から漂う潮風と倒壊した家屋等と瓦礫の
入り混じった匂いに不安を感じつつ目的地への到着を急いだ。
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衛隊は多大な緊張を強いられている。写真５
-
１～７に
は、おもに本州最東端に位置する岩手県重茂半島で、救援活動を続ける陸上自衛隊第２師団第２偵察隊（北海道名寄市）の支援活動の模様が写し出されている。同偵察隊は重茂半島を中心に隊員（派遣人員）約
60名、偵察用
オートバイ
16台、軽装甲機動車３台でもって、懸命に被
災地を支え、周辺住民の救援 当っている。第２偵察隊のこれまでの支援活動の概要は次の通りであ ①遺体の収容（３名、音部地区） 、②重茂半島入江等における行方不明者の捜索（姉吉 、石浜地区、笹見内地区、重茂北地区、川代地区 千鶏地区、重茂出張所交流促進センター地区、小規模多機能センター地区）
； 捜索期間
（平成
23年３月
13日～４月
10日） 。
　
この小部隊（ 「偵察隊」 ）の被災地におけるひたむきで
献身的な支援活動は、純粋に 「日本」を守る盾を成す陸上自衛隊本来の「姿」 （ 「原型」 ）を反映している。ただし、第２偵察隊の岩手県内における主要装備は、オートバイ
16両、小型車両
10両を含め約
40両である。 （本概
要は、平成
23年５月７日の調査時点の記録によるもので
写真５-６　重茂半島で巡回医療班（第２衛生隊）の活動を支援中の第２偵察隊
　　　左側の２名は、医療班の医官（左）と女性の衛生隊員（将校・看護官）。小型
車両の側面には、「第２師団災害派遣隊第２偵察隊」の幕がかかげられている。
―15―
ある。 ）　
平成
23年４月４日、
岩手花巻空港はかなり激しい雪吹雪が舞い、春先とは え冬の東北の顔を垣間見せていた。搭乗機 （日本航空、４７４５便）が花巻空港に着陸体制に入ると、偶然、自衛隊のヘリコプターが目に入ってきた。小雪が激しく舞う滑走路の脇に駐機するＯＨ
- ６
と
ＵＨ
- １
各１機である。野外係留でもって、ヘリ運用の「即応性」を確保している。青森八戸駐屯地から災害派遣された
写真５-７　宮古市の国道106号線脇の老木公園内に設けられた第２師団の宿営地。
　　　同地には、第２師団の第３普通科連隊（宮古の「市街地区」）、第25普通科連隊（宮
古の「津軽石」地区）、第２偵察隊（重茂半島、師団活動の全般支援）、第２設
大隊（師団活動の全般支援）、第２化学防護隊（師団活動の全般支援）が宿営し、
岩手での支援活動を行った。また、同師団の第26普通科連隊（洋野町、久慈市、
野田村、普代村）は久慈市に、第２特科連隊（田野畑村、岩泉町）は田野畑村に、
第２戦車連隊（宮古の「田老」地区）は「田老」地区に、それぞれ宿営地を設
け被災地の支援活動に当たった。
　　　また、上記の第２師団隷下各部隊は、岩手駐屯地、岩手演習場を拠点とした
第２後方支援連隊の兵站支援のもと活動した（（　）内は、３月17日までの担任
地域等）。同宿営地は、前年（平成22年）に県と地元の陸上自衛隊第９師団等が
行った防災訓練の折、災害時のヘリの離着陸地として事前に選定されていた（岩
手県総務部総合防災室特命参事・越野修三・前「岩手県防災危機管理監」）。「災
害社会学」の用語・概念で説明すれば、災害の「事前対応」の例と言ってよい。
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写真５-８　第２師団主力が宿営した老木公園から北東約6.3キロの地点（「積地」）
に設けられた「臨時」ヘリポート。写真中央の隊員は、両手（拳）を高くあげ、
進入するヘリにわかるように大きく合図し「誘導」（着陸誘導）の意思をパイロッ
トに伝えている。同積地は、前年（平成22年）に県と地元の陸上自衛隊第９師
団等が行った防災訓練の折、災害時のヘリの離着陸地として事前に選定されて
いた（岩手県総務部総合防災室特命参事・越野修三氏）。「県」（「自治体」）と自
衛隊との間に、「日ごろ」から互いに「顔の見える」関係が築かれていたことが、
迅速な自衛隊の救助活動に繋がった。あえて社会学的観点から言えば、災害時
における自治体と救援の主力となる自衛隊（「自己完結型組織」）との「連携」（「組
織間対応」）の図式が汲み取れる。地図上は、「コープケミカル株式会社・宮古
工場」（岩手県宮古市小山田１丁目）となっているため、第２師団第２飛行隊（旭
川）等により「工場ヘリポート」と呼ばれた(実際は、同工場に隣設する「合同
資源産業株式会社」の所有地)。同ヘリポートは、「救援」（「災害の組織的対応」）
のため自衛隊を始め、警察、消防等が利用した。第２師団第２飛行隊のおもな
使用積地は、次の通りである。
　　　　ベース　　　　　　　陸上自衛隊岩手駐屯地（主力）
　　　　前方発着地　　　　　「工場ヘリポート」
　　　また、第２飛行隊のヘリ（ＵＨ－１）は重茂半島で５名の孤立者を救助して
いる（３月14日）。今回の東北地方・太平洋沖地震においても、迅速な自衛隊の
初動対応（「組織的対応」）が目立った。その背景には、国民の信望に応え「日
本」の盾たらんとする隊員の強い責任感と使命感、及びそれに支えられた「誇り」
がある。
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第９師団第９飛行隊である。　
岩手花巻空港における第９師団第９飛行隊の活動の内容は、以下の通りである。
　
・
 発災当初より、派遣人員
21名、ヘリコプター２機でもって被災地の支援に当っている。
ＯＨ
- ６
は天候偵察、
Ｕ
Ｈ
- １は人命救助・指揮官移動等（多用途）に従事している。
　
・
 ４月４日、
11時
40分頃、 岩手花巻空港に駐機中のＯＨ
- １は天候偵察、 またＵＨ
- １は（大槌町吉
キ
里リ
吉キ
里リ
地区の「現
地指導」に入る）第９師団長の空輸任務（岩手県庁―大槌町）に当たった。
　
空港では、自衛隊岩手地方協力本部副本部長・日野原実防衛事務官と高橋和典・防衛事務官から丁寧な出迎えを受
けた。 「やっと東北に来る事が出来た」と思うと、少し緊張がはしった。機内アナウンスで、 「羽田―岩手花巻」間の航空便はすべて「東北」を孤立させないための臨時便であることを知った。ＪＲ等の在来線を始め、新幹線、高速道路、港湾・航路など三陸沿岸 通ずる手段は、すべて甚大な被害を被ってい 災害は、社会の重要な機能を結びつける。言い換えれば、日本中の「目」 （強い関心）が「東北」に集まっている。　「現在、日本航空では少しでも多くの臨時便を東北方面に運行するための対応を行っております。岩手花巻空港到着後、次の出発便の準備作業を短時間で終わらせるために、この便では、イヤホンの提供を控えさせていただいております。どうぞ、皆様 ご理解をお願い致します。 「東北地方・太平洋沖地震」発生に伴い、日本航空は３月
16日
～５月８日の期間に亘り、 「羽田―岩手花巻」 間の臨時便の運行を行った。その内容は次 通りである。３月
16日 （１
往復） 、３月
17日～３月
26日 （２往復） 、３月
27日 （４往復） 、３月
28日～３月
29日 （３往復） 、３月
30日～４月２日 （２往
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復） 、４月３日～４月
28日（３往復） 、４月
29日（２往復） ～５月８日（２往復） 。機種は、ＭＤ
90及
びＥ１７０である。 ）　
史上空前の大災害のもと、 首都圏と「東北」との「連絡」を確保した日本航空の積極的「対応」は、
未曾有の大被害を被った「東北」に大きな励ましを与えたといえよう。前述のごとく、災害は、 （地域や自治体がもつ対応資源を含め 社会の重要な機能を統合させる。そのことによって、 被災地「東北」を救援するための手段が着実に積み上げられていく。　
別の表現を借りれば、災害は、社会の本質や矛盾（弱点）等を赤裸々に映し出すといえる。通常
（社会システムが安定して、 十全に「機能」している状況下では） 、 おもに経済的コストの点からローカル空港の「赤字」の問題が大きく取り沙汰される。しかし、 「空港」は交通網に限りがある地方にこそ必要である。日本航空のとった「臨時便」の「対応」は、この点を明確に浮き彫りにしたのである。因みに、 日本航空が地震発生の３月から５ わたって運航した臨時便（羽田―岩手花巻）の利用者数は、実 ２０，１８０名にも上 （表１） 。　
同空港から東北自動車道を北上しながら、盛岡の自衛隊岩手地方協力本部に向かう。車中、約
50
分弱の行程である。東北自動車道を始め、 港周辺の主要道路も混乱なく機能 いる。途中、副本部長・日野原防衛事務官から、 「一時は、ガソリンなど 不足してい が、 （それも）今は解消して、盛岡市内はおおむね落ち着きを取り戻している。 」等 説明があった。　
同本部到着後、①本部長・髙橋俊哉１等陸佐から、岩手三陸沿岸における第９師団を中心とした
自衛隊の災害派遣の概要と当日のわれわれの行動（ 調査 ）予定について説明が り その後直ち
表 1　日本航空臨時便（羽田―岩手花巻）の運航状況
３月 ４月 ５月
運航数 ３５往復 ８６往復 １６往復
乗客数 ４，９５４名 １２，８２６名 ２，４００名
※本表は、日本航空お客様サポート室の協力のもとに作成した。
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に②岩手県災害対策本部・本部支援室の越野修三氏（県総務部総合防災室・特命参事、元陸上自衛隊・旧第
13師
団第３部長） 、および③第９師団司令部において同師団司令部幕僚長・山本敦督１等陸佐からの「聞き取り」調査、及び「資料」の収集等を行った。　
４日の「行動」と「調査」の概要は次の通りである。
　
ＪＲ盛岡駅から程近いところにある自衛隊岩手地方協
力本部に到着後、自衛隊の「戦闘糧食」を初めて口にした。迷彩服姿の髙橋本部長と二人で駆け足で調査について具体的な打ち合わせをしていた時である。 「失礼します。昼食をお持ちしました。 」と、若い隊員が 部長まで配膳してくれた。石崎敬・３等陸曹である。若いが、軍人らしいきびきびとした態度が印象に残った。もう一人は、熊谷駿・防衛事務官である。正直 決して「美味しい」とは思わなかった。具のない冷え 黄色いドライカレーと白いごはんのパックがそ ぞれ一個、それ 、本部長の心づくしの魚の缶詰の切身が一切れ、そして温かいワカメ 味噌汁とお茶 ある。　
私自身、 あまり華美な生活に憧れを覚えたことはない。
写真６　重茂半島で、小雪が舞う中「捜索」等に当たる陸上自衛隊第２師団第２偵
察隊。陸上自衛隊の懸命な支援活動は、重茂半島住民の「命」の盾となり、地
域に安定感と安心感を与えている。
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私の職場（早稲田大学）の同僚らは、 私が出がらしのコーヒをいつも「美味しそうに」飲むのをよく知っている。こんな私でさえ、この「戦闘糧食」を「うまい」とは思わなかった。むしろ 「戦闘糧食 がたいへん貧しい内容である とに驚いた。　
髙橋本部長との話しの最中、熊谷駿・防衛事務官が真
新しい陸上自衛隊の半長靴を持って来てくれた。盛岡岩手地方協力本部が、私を温かく迎え 、気遣ってくれているのがわかる。　
青森、岩手、宮城の三陸沿岸、さらに福島の原子力災
害の現場を中心に、被災者救援に携わる多く 部隊の隊員が、まさに、困難な使命を担い、このような「粗食」に耐えながら厳しい環境の中で被災者の盾となり、その「命」をつないでいる。 「日本」という国家とその国民を必死で守ろうとしている。贅沢なことは、ここでは言えない。有難く、出された昼食をすべてたいらげた。髙橋１佐も同じである。　
私が「戦闘糧食」を食べ終わるのを見ると、 本部長は、
「さあ、行きましょう。 と席を立った。
写真７　重茂半島で、陸上自衛隊第２師団第２後方支援連隊・衛生隊（医療チーム）
を乗せた第２師団第２飛行隊のＵＨ－1Ｊ（「写真５-６」参照）。右側は、軽装
甲機動車の前に立ってヘリを誘導する第２偵察隊の隊員。
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最初は、市内にある岩手県庁である。いざ、 「調査」の開始である。同行者は、本部長に続き岩手地方協力本部の
松本勝司・准陸尉と中川原秀治・２等陸曹である。　
今回の地震で壊滅的打撃を受けた被災地では、避難所生活を送る多くの被災者を始め在宅避難者等の健康と医療と
が重要な課題となっている。被災地の支援に当たってい 自衛隊では、医療班を巡回診療に差し向けるなどの対応をとっているが、宮古市重茂地区（重茂半島）には、３月
19日、陸上自衛隊第２師団第２後方支援連隊衛生隊（旭川市）
の巡回診療班が第２飛行隊のヘリ（
ＵＨ
- １
多様機）で入り、第２偵察隊と合流して孤立地区の被災者宅などを巡回
して健康状態の聞き取りや血圧測定などに当った（写真５
- ６） 。こうした自衛隊（移動医療班）の支援活動は、孤
立した被災地住民 不安を軽減し、地域の生活（ 「安定」 ）を支えている。　
仙台市宮城野区にある自衛隊仙台病院（病院長・森崎善久陸将補）では、３月
11日の発災直後から被災患者の受け
入れを行い、
27日現在で延べ約４， ４００人を診断し、約１， ４３０人に対して巡回診療を実施した。 「地震発生時に
宮城野区では、震度６強を記録。仙台病院では建物の倒壊などはなかったが、医療器具などの散乱や電気、ガス、水道の停止で病棟が使えなくなった。病院は直ちに自家発電に切り替え、被害の少ない准看護学院、看護師隊舎と病院用天幕を使い１０４床の応急病床 確保 入院中の患者を移動させると同時に、 エアドームを展張して診療室を設置。
24時間体制で診療を展開して被災患者を受け入れた。医薬品は東北補給処、中央病院（三宿）から支援を受け、野外
手術システムも活用した。仙台病院は一般開放されていないため軽傷者のみの診療先とされたが、発災直後は石巻や福島からヘリで重傷者が送り込まれた。
14日以降は中央病院、札幌病院、 （陸上自衛隊）東北方（面）衛生隊（仙台）
から支援の医官、看護官、臨床検査技師らが到着。南三陸町、牡鹿地区 多賀城地区や病院近傍の救護所 巡回診療を行っている。仙台病院では『当初は骨折や低体温症など地震と津波の被害による患者が主だったが、避難が長引くにつれ風邪や外傷などの症例が多くなっ 』 （総務課）と話し、長期化が予想される避難所生活の被災者への対応に
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写真８-１　野外手術システム
写真８-２　野外手術システム
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写真８-３　野外手術システムの内部
写真８-４　野外手術システムの内部
万全の構えという。一方、災派部隊の医療部隊。岩手県宮古市重茂 （おもえ）地区には３月
19
日、２後方支連衛生隊（旭川）の巡回診療班が２飛行隊のＵＨ１多用途ヘリで入り、２偵察隊と合流して孤立地区の被災者宅を回り健康状態の聞き取 や血圧測定等 実施している。宮城県東松島市では
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（航空自衛隊）西空（西部航空方面隊）隷下の５空団（第５航空団、 新田原） 、 ８空団（第８航空団、 築城） 、 西警団（西部航空警戒管制団） 、春日から派遣された医官らを中心の移動医療班が３月
15日以降、松島基地を拠点に市の依頼に
沿って避難所などの巡回診療を行っている。５空団から派遣された 官の東野俊英２尉（
28）は
12日に看護師ら８人
と新田原基地を車２両で出発。小牧、百里を経由して
15日に松島基地に到着し、
16日から移動医療班の一員として矢
本地区の小学校などに設けられた避難所で住民 診療。教室のひとつを診察室にして、聴診器を手に高齢者の被災者を次々に診察。風邪、便秘、腰痛、不眠などの症状の訴えや高血圧、糖尿病など毎日飲んでいた薬を求める人も多く、突然の津波で薬を失った人がほとんどだった。東野２尉は『被災地では物資が不足し、食事も限られた内容。水がないので顔や手も洗えない状況が続けば公衆衛生上大きな問題になる。薬など の届かない孤立地域には自衛隊の航空機を使った迅速な輸送が重要と感じた』と話している（写真８） （ 「被災者の健康維持に全力
　
移動医療班を編成
　
医官・看護師孤立地域 ど巡回診療」
　『朝雲新聞』
　
平成
23年３月
31日） 。
　
自衛隊の果敢な支援・救援活動が続く中、被災地を始め全国各地から多くの心温まる激励と感謝のメッセージが各
部隊・隊員に届いている。雪の残る屋外に野営し、また泥の中に体 沈め、黙々と行方不明者の「捜索」に当る隊員の「姿」は、多くの心ある国民に深い印象と感動を刻み込 だ。　
陸上自衛隊第
14旅団（旅団長・井上武陸将補）広報誌に紹介された『うみちゃんからの手紙』等はその例である（写
真９） 。　『４月６日
14時
00分頃、第
14特科隊集結地前において、小さな女の子が隊員に近づいてきて、 「はい、これ」と言い
ながら、手紙を渡す。手紙を開くと、かわいらしい字 、 「じえいたいさんへ」との見出しがある。 「じえいたいさんへ。げん気ですか。つなみのせいで、大川小学校のわたしのおともだち みんなしんでしまいました。でも、たいさんが んばってくれているので、わたしもがんばります。日本をたすけてください。いつもおうえんしていま
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す。じえいたいさんありがとう。うみより」小さな小さなこどもから受け取った、大きな大きな励ましの言葉であった。 』　
この時、 「うみちゃん」から手紙を受け取っ
た隊員は、 陸上自衛隊第
14旅団第
14戦車中隊 （岡
山県日本原駐屯地）に属する石井宣広３等陸曹である。大川小学校の近くの追波川河川運動公園に設けられた自衛隊の宿営地での出来事である。 「うみちゃん」が綴った手紙は、第
14旅団
隊員の「心」を大きく揺さぶり（驚愕させ） 、また東北地方に展開するすべての救援部隊 士気と使命感を奮い立たせた。 「じえいたい んががんばってくれて るので、わ しもがんばります。日本を すけ ください。 」という言葉は、壊滅的打撃 被った被災者に真剣に立ち向かう隊員すべてにとって、かけがえのない大きな「心」の糧となった。 「うみちゃん 手紙は、被災者支援を始め、 の自立（独立）と安全保障を担う自衛隊員の活動に、心から感
写真９　「うみちゃん」からのてがみ
　『じえいたいさんへ。げん気ですか。つなみのせいで、大川小学校のわたしのおと
もだちがみんなしんでしまいました。でも、じえいたいさんががんばってくれてい
るので、わたしもがんばります。日本をたすけてください。
　いつもおうえんしています。じえたいさんありがとう。うみより』（全文）
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謝の念を綴ったものである（写真９） 。同様に、メディアの多くが、国民（読者・視聴者）の「声」 （ 「世論の動向」 ）を汲み取り、 自衛隊の「支援活動」を積極的・好意的 報道（評価）している。 （スポーツ紙を含め 一般の「新聞」紙上はもとより、 の大衆向け週刊誌等も同様である。 例えば、 『週刊現代』の「グラビア写真」 「自衛隊、参上す」 、平成
23年
５月
21日号
 講談社）のキャプション（表紙から５頁目）は、
次のように、宮城県石巻市を支援中の陸上自衛隊第６師団第
44普通科連隊第４中隊（福島市）の「捜索活動」 （ 「災害対応」 ）
の模様を伝えている（写真
10- １を参考） 。
　『空疎な弁を並べたてる政府（民主党）に比べて、黙々と救援活動を続ける自衛隊のなんと頼もしいことか。東日本大震災の被災地で奮闘する、彼らの姿を追った。 』　さらに、 『週刊現代』 （同号） の表紙の写真 『今なお続く自衛
隊の救援活動』宮城県石巻市大川小学校付近で行方不明者を捜索中 自衛隊員を撮影）のキャプション（１７３頁）には、次のような文言が綴られている。
写真10-１　捜索活動中の陸上自衛隊第６師団第44普通
科連隊。統合任務部隊司令部広報室提供
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写真10-２　捜索活動中の陸上自衛隊第２師団第２戦車連隊（岩手県宮古市）。統合
任務部隊司令部広報室提供
写真11　胸まで水につかり行方不明者を捜索する
陸上自衛隊第９師団第９特科連隊の女性隊員
（於：岩手県山田町）
　『東日本大震災の発生から約２ヵ月が経過した今も、被災地では自衛隊をはじめとする救助隊の、 懸命な捜索が続いている。写真は、児童
74人が死亡・行方不明となった宮城県石巻市立大
川小学校付近で撮影。亡骸を家族のもとへ帰すべく、自衛隊員たちは瓦礫や漂流物をかき分けて泥沼を一歩一歩進んでいく。悲惨な現場を前に身も心もすり減らしながら、彼らは今日も任務を遂行している。 』 （写真
10- ２
、
写真
12を参考）
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写真12　宮古市田老地区で「捜索」活動中の陸上自衛隊第２師団第２戦車連隊（北
海道上富良野町）の隊員。
　瓦礫の中から見つかった「大切な物」を隊員から受け取る女性。津波に襲
われた地域では、瓦礫になっても「自宅」が残る場合と、その瓦礫すら残ら
ない場合がある。自宅の瓦礫の中から発見される生活品等は、すべて、被災
者の方には「かけがえのない物」で「思い出の品」である。第２師団第２戦
車連隊は、これまで、同地域での捜索活動・支援活動等（「災害対応」）を通
して 90 名の方の遺体を収容し（捜索期間３月 15 日～５月１日）、20km に亘る
「道路の啓開」、及び家財道具の搬出支援や生活品の回収等を行っている。
　なお、「災害」発生にともなう第 2 戦車連隊の支援活動の概要は次に示す通
りである。
『部隊移動』
・３月 13 日１２００　　　主力部隊、北海道上富良野駐屯地を出発。
・国道 39 号線～滝川～（道央道：高速道路）～苫小牧西港到着。
・３月 14 日０２００　　　苫小牧西港を出港。（商船三井フェリー）
・３月 14 日１１００　　　青森港着。
・３月 14 日１５００　　　青森港から陸路で岩手駐屯地到着。
・３月 14 日２２００　　　グリーンピア田老に到着。
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・３月 15 日朝より作業開始。
『田老地区への進入』
・国道 45 号線沿いに第２戦車連隊の主力は岩泉町から進入。
『進入時の道路状況』
・ ただし、田老地区を走る国道 45 号線の状況については以下の通りであった。
「13 日、災害派遣で活動していた岩手駐屯地の第 387 施設中隊が宮古から田
老に向け道路を啓開し、それに併せて岩泉方向から田老に向けては、民間
企業が道路を啓開したため、国道 45 号線については、既に車両１両分が通
過出来る状態にあった。」（陸上自衛隊第２師団司令部総務課広報室）
『道路の啓開』　　　
・ 第２戦車連隊は、人命救助と並行して田老地区の「道路啓開」を実施。ま
た残りの活動期間内において、田老地区の主要道路、及び区画道路の啓開
を実施（約 20km）。
『啓開要領』
・ 施設器材で道路上の瓦礫を少しづつ取り除き、隊員が生存者及び不明者の
有無を確認する。
・ 上記確認作業を終了後、機械で瓦礫を除去し、生存者及び不明者の確認を
第２戦車連隊主力　14 日　岩手駐屯地着
宮古市合同調整所
（２ＤＨＱ幕僚長）
・幕僚長とじ後の調整
・第９特科連隊長と調整（たまたま遭遇）
　（グリンピア田老の情報収集）
・ 第９特科連隊の誘導の下、グリンピア
田老を確認
・第２戦車連隊主力グリンピア田老に進入
・その後、直ちに田老地区に進入
第２戦車連隊長・訓練幹部（２両）
国道 106 号線より宮古進入
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行う。以上の要領により、当初は田老地区主要道路を、じ後区画道路の啓
開作業を実施。
　宮古市の田老地区では、陸上自衛隊第２師団第２戦車連隊とは別に、３月18日
以降、第２師団第２特科連隊（旭川駐屯地）が支援活動に加わり、30名の方の遺体
を収容し（捜索期間３月15日～４月９日）、家財道具の搬出支援や生活品の回収等
を行っている。（上記の概要は、平成 23年５月９日の調査時点のものである。）
　
現在も、 陸上自衛隊第２師団は全力を
挙げて被災地の救援を続けている。 第２師団は、 岩手県での任務 （支援） を終え、宮城県女川町・石巻市・東松島市に移動し、 ５月
18日以降、 被災地住民の生活支
援に当っている。 （ただし、 第２師団第２施設大隊は、 ５月
18日
00時
00分から新た
な任務を受け、 岩手 大槌 に部隊を推進、 現地で、 第４施設団 （京都府大久保駐屯地） の指揮下に編入され、６月２日まで瓦礫の除去活動を実施 ６ ３日に原所属 （第２師団） に復帰 （岩手から帰隊） している。 第２施設大隊の帰隊に伴い、 岩手県における 師団の派遣活動は終了した （表２） 陸上自衛隊第２師団は、 「北の守り」 つくわが国最重要師団の一つ（北鎮師団） である 写真
13、 図
３） 。 東北の 「支援」 を終えた部隊は、 本来の防衛任務を遂行するため北海道へ戻ることになる ）
写真13-１　第２師団第２戦車連隊の訓練風景。集結地に前進する90式戦車。
　　凍結予防のために、顔面の保護や雪目防止の眼鏡等を使用している。
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写真13-２　第２師団第３普通科連隊の訓練風景。吹雪の中、スキー機動により、目
的地に前進する部隊。
写真13-３　第２師団第26普通科連隊の訓練風景。雪上車を誘導する隊員。
　　新雪により腰まで埋まる雪面をスキーを使用して軽快に行動する隊員。
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表２ 岩手県における陸上自衛隊第２師団の災害派遣活動の成果
（1）行方不明者の捜索 289 名　（４月 27 日終了）
（2）生活支援
　　①　給　食 442,724 食（５月 17 日まで）
　　②　給　水 1,966 ｔ（４月 15 日実質終了）
　　③　入　浴 42,045 名（５月 17 日まで）
　　④　医療支援 1,516 名（４月 28 日終了）
（3） その他
　　①　瓦礫の除去 49,887 立米（５月 17 日まで）
　　②　物資輸送 　（自衛隊ダンプ　約２万台）
161 台分（５月 17 日まで）
　
これ（宮城県への移動）に伴い、第２師
団司令部総務課広報室長・橘木耕治３等陸佐（前・第２偵察隊副隊長）は、師団の広報活動に当たるため、５月
26日（木） 、小
林利幸・２等陸曹（写真陸曹）と野宮一彦２等陸曹（車両陸曹）の２名の広報要員を伴い、師団司令部のある旭川を出立し、広報拠点となる宮城県 陸上自衛隊）多賀城駐屯地へ赴いている（表３） 。　
部隊の広報活動は、①陸上自衛隊に対す
る国民の理解を深めるとともに、②被災地住民に「安心感」 もたらし、あわせて③隊員の士気の高揚と使命感の振作を図る重要な任務である。　
支援活動に当たった隊員によると、 「宮
城県の女川町、石巻市、東松島市の生活支援活動地域における瓦礫除去 進捗状況は、岩手県と比較すると４月中旬頃 進捗に似ている。簡単に言うと、遅れている感じを受ける。特に、石巻市の東から女川地
大規模な部隊 人命救助の段階
（兵力）の動員
避難者支援の段階
瓦礫の撤去等の段階
部隊の撤収・帰隊
図３　派遣部隊の動員・撤収の推移の一般的イメージ
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表３　 宮城県における第６師団以外の主要部隊（支援部隊）の配置状況（６
月 15 日時点）
西部方面生活支援隊 第８師団（熊本） 気仙沼
第 15 旅団（那覇） 南三陸地域
＊第 15 旅団は６月 16 日帰隊予定
宮城中部生活支援隊 第２師団（旭川） 石巻・女川
第 14 旅団（善通寺） 東松島地域
第５旅団生活支援隊 第５旅団（帯広） 牡鹿半島
第１高射特科団生活支援隊 第１高射特科団（千歳） 石巻
需品学校生活支援隊 需品学校（松戸） 石巻
＊宮城県は、山形、福島両県とともに第６師団の防衛警備地区に属している。
区に車を進めると手つかずの瓦礫の山やグラップルを使用した瓦礫除去の状況を確認できる。災害復旧の進捗に大きく影響していると思われるのが、一部ではあるが被災地域の冠水である。津波発生から水が抜けていない地域や乾いた地域でも満潮になると する地域などがあり、岩手県での活動との違いを感じる。 」 （上記の「進捗状況」の概要は、平成
23年６月６日の調査時
点のものである。 ）　
しかし、地盤沈下は、岩手、福島両県でも見られる。むしろ、宮城県での
「進捗状況」の遅れは、陸上自衛隊の定員、すなわち「 （そもそも）師団の運用できる兵力（人員）が足らない点」 （ 「兵力の絶対的不足」 ）にあるといった声は根強い。本来の防衛任務はもとより、福島県における原子力災害（派遣）を考え合わせると、自衛隊への「負担」はいっそう重くなる（表２） 。さらに、自衛隊の国際平和協力活動や海賊対策等は 世界貿易に依存す 日本経済の発展にとって欠くことの出来な 重要 礎の一つである。例えば、中東のゴラン高原では、平成８年から「国連兵力引き離し監視隊」として、輸送など 後方支援業務に従事している。比較的最近では、平成
19年３月か
ら軍事監視要員６名を「国連ネパール政治ミッション」に派遣して る（平成
23年１月
15日終了） 。
　
震災直後の平成
23年３月
21日、第１師団第１施設大隊（大隊長・見田２佐）
は、 『国連ハイチ安定化ミッション』 派遣要員として参加する入耒洋平・
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１尉の見送りを行った。 「入耒１尉は、約半年間の予定で『ミッション総合サービス部施設幕僚』として、同ミッションにおける軍事・文民部門の施設活動に関する企画・調整およびハイチ派遣国際緊急援助隊との業務調整等の任務にあたっている。 」 （ 「入耒１尉（１施大）―国連ハイチ安定化ミッション に出発―」 『あづま』 （陸上自衛隊東部方面隊広報紙）
　
平成
23年４月
25日）
写真14　行方不明者を捜索中の陸上自衛隊第９師団第９特科連隊
の女性隊員
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